
鼠在で はエ発 揮水 の教 ど菱放下 衣 に麻.って いる,,又水 ヒ東 に蘇 藍蔵 での蔭敵

も泉渡 ′連 絡兵鮭 舟 状魔 にある轟 .エ常 盤爵 左 つ<る r=あ に は華 竃終盤 吐 息

a悠 長な い姦柄 で ある｡ 又 , こU)rL栄 敗者 の鮮碧 ヒして 紘′末孫ガ ス吟別 間

が'寮 がら九 る の予覚 輿 は新 潟輿 に次 ぐ犬､然ガ ス 生産 蕗 をあげ＼tも ,)ノ 汽 麿 ガ

ス ti:石鹿 と鼻 に払普 工粟 の虎掛 ヒして の列 間が温 JL王､いる新 か ら 瓦感 がji

玄求 めて鼠 出 しt くJbエ虜 もあ る ｡

京嚢 工 費地番 は その腰贋 から裁 て-7,,碍屋 か らみ て･立入整意も ので ある ,.

絶 って舷威賂 漆へ の厳 密 量感 蜜 に大 きいも のが あろ ろ と鳳 わ来 る や艶 に闘鬼

没 銘 に降 して内湾 の毅盈 東が成 東す る と いう息 か らそ の凝 馨 はは し＼よ っ 亡目

名 竜の と思われ る し′この底 の射 こ止 ま4,ず＼ も っと大 きく庭′か＼っこい く竜

の と懇 ろ O この点 の者藤 は .犀 に濃 衆 kIの閣鼎 を少 し且 べた にすぎず′磯 ど

皆 無 ヒい ろべ き武 雄で あ居 ｡ これ底 ′こ ゝのエ梁 地轟 がよぎ遮 蔽率 の苛 のゼ

め ()′デ -pが､あま ()ない こ ヒにもよるか ,舷 に:L',容貌 t7)方魂があ っ {=もの

と思われる ｡葡密 の吋象 が＼立地 の密 にのみ慮 って しま ,?たの は.畠食 のカ の

及 ぼ'なか った こヒヒは云え .や は り 鹿亙れる ことであ る O
/--==rt
._..･/･了
-'I-I_i:辛 ~-

寅士山西寮の地 理的考察
- 乳 牛 開 展 衷 着 席 と して

｣ノ

r･;,. 顔 .:､ .7･､

(t) フ /(-)Lド 付表 紹患 コニ -ダ去火LLlビ護る 富土 は′山東 .静滞 粛瀞

に ま たが'りTA大患嬉野を索 しこ い/3｡ この裾 野 の西軍 ノ行政 ｣ は雷主 監満 の

北郷 払底 妾節 乾対象地 として選 ん 惹 け

(之う 歯 文 の 冒顛 LLL密 の土兇剰剛 ま呑歯数 及び凍 車蕗 で 汰永 岡 を車 teとし

た毅雁 虚栄 が府 患われ ′施 巌 で も山 中商 飼敦 の忍野敗匠及 び､河 口潤 疎で氷 野

上勉利 用が 中心ヒな る｡潅風水の象 られ め と ころではノ慶庵 や産 額 藤紫か薦 患
われて い る｡ と ころが 潜像は これ L;日永絶 息土必剰 覇 ヒ娃金 く輿 患 った攻 賓

の超 ど牽 - に蔽 い巌麿 が符 患 われてい る , こら した土地 別 田馨 が 露 と lit鹿で

は静観 C7)叔 ヒa tgれ る とい うこと.即 ち こらい ろ土鹿粛 軍 女親幽 せ しめた静

塵 奴 立 の馨 田 を鹿 出 す こ と′これ 真底 論文 の終 /の弓飴 とする D

次 (=qT鮭 の賂喪 につ いて み てみる とノそ の鋼厳形象 は廉虜 に よ ()各 々葵 患

ってし＼t .東の銘 ,)に卦額 生れ るO(i)野蛮 地放歌 ノL2腰 寒地 廠像 教鹿 /(3〕寮

煉 ′LLi)金敷 ′ これ らのタイプ が生 じ た膏薬 と. このダ/プ を各癒 せ Lめ 7=い

る剰薩田ネ を薦盈 す届 こと,これ を患 歯 文 の顔 2 の笥飴 とする ｡

この1つの研摩 解決 を過 して /客土 山南 密 の鹿 豪華 塵 を凝 終 官醇 ヒす る.



(ヨ) 太 線

(a) 気償 冷涼混 濁 な紫 横 で ある ｡溶液 dCC ～ % D刑の富原ゼ粛 ()ノ康好感

に脅 しこL､る爵′帝登が牽 く年商ヱ<W 〝 ミ リを終 え る . 雨 は澄李 に衆 車 し′

鯵 の藤生ガ＼夢 <.日 中 の ′孝 温 か紡 が られ てし＼る ,

糾 地形 故 にR与 山 地 ′ 鹿 に富士が 落 盤 す 眉 , 主賓 な政略 贋 廉 は入手J/舷
I

と藍と火 山の鷹._凄 凍Lll二よ云悠岩原 ゴIiT,(), ロ - A )レな松形 密 葬 せ この同 者

喝 に出兼 た灯 .底の 小私 産'C}ー二次 由雄番 地#,である ｡ 底 岩原 は暗炭水を星 L

t L､℃ ノそ の磨 瀞 は釆臥位 主星 して い る 3 度 私 有刊 は各 くな い ｡ 凍傷土厳

は鹿毅盤ど,その下賓 はマ万 ヒよば､射る鑑脅か考 え する ｡ 雷度 は磯ソ也鷹 に

ゑ 赦 して男女 丘が ′3 0 1ご771Z内 命 で ′ 不達フjく度 .pJ:_放 く′当地 の多雨 ヒ褐 ま

って凄魔 の凝怒 な火山灰⊥ lr)土/射禿t ナノ組 ･L+Lめ こい る ,

cc) 虞象 鮭岩如上 に虻永 く,丁享醇のま ゝであっr=が ′紹抑 //j卑 掌 瑠兇 ヒ し

て接hlAさ九 一威魚用粛必 ヒ∵ノこ轟旅 され た .蕊藩は産吐E,･JIに古井 ′羊車齢も
/ll(-i-,(＼弐 蕗が威,/&現場 姐 ヒ しく掻足 され r=畑 7))′珂豪 打 の3っに,/～ ナ

らk,L之)～

〔D) 土地剖 閉 尿艶 ヒ森 水が一息JL太 くJか希 ナB ｡ヰ 野は長泉盛上′東萩 は天

与 ILJ地 に主 に/7)､覇 する ,凝養 ′原野 は欄勉(放 素地 ),.!巳が塗 ,/Lでお ().逝
虹 粟 井 の⊥姥利昭策 ヒ葺 ｢ノン ､ある 3水 田は賂/秤 _2B,年庚 か ら′二次緒鹿

腐り広軌 丸乙㍉広岩東上 の水 の各 L.tノ九 るPfr/こみ られ 為 よ うにな っf=,本 姓底 で
工次 の3 =吊 ,'土 政利 甫型 に命 廿ることが出来 る,

(1,) 自藤 倉 ぜ 生産 の占め′〇割各が･低 く.飼奥作物 裁蛤 を弓㍉巳とす るタ イプ

～鯨岩 原上の梧拓舟

(亡,) 飼料作 t,l/h裁賭 せ行 ないつ ゝ.水武E,1/磁殻イモ褒 J敏感 を行なうダイプ -

露岩原上 の 畠粛 及び準も東

とリ 飼料 腔妙 の 占 め る剖 合 が 小 笠く/永 常′巌窺 イモ播整マ を裁 壊 し/森

/畑こも厳存 する_タイ

置濃 i･p人 の歴,i

･､ ･ 了

∴∫

吊 二ノ′卜角竺 ′

L,:･r､好 日 f'1

こ したガ嘉 t(_ユ-

lyLて 程 放 され

プ 一一一一･二次 鶴 庭番 地形 上 の右京~J

永 奴 域 内 の乗鼻 に巨 ＼すれ :t乳 牛 飼礎 をA千五 って し＼為れ

ミ凄 ,,てい る ｡滞癖 /.r年 を 付 の服 泉 へ の番 人 献､その虜

,なお九 た鼻杵 ､ して 妖(JI:藩 留 舷比 によ る嵐 蘇勉の鹿 収′

.:. :･､ .:':';':.･ ･T_∴‥ L'..!中上 t､二〉

威裏庭 日 ,)春巌 が あがられ る｡ 硬度は野空地攻版 を童

{)/象 定 言こ藍 ク て′い るp贋閑地だっ -f=溶岩 衆が親政 弼秦

′初動 よ姦作,)イ▲色感 の盈寮 を冒兼 すが ′瑠舟之戸単層

(,乳 牛寛 人が行 なわれ る,弼威厳 へ の乳 ヰ落 人 の擬音 ヒレて′ ①級 握に



不向 き恵 葛炎条件 - ン至凍混濁 怠･%贋 /藤 落 た る土壌 /水 の欠磯 , ① 嵐金

収 入のか変 ,⑦あ大 患舞界の線度,㊨厳 原の蕗密の養承 ノ色国の焦給酪農

地底 の薗東 とそれ に塵 ら公共 磯息の磯 下ノ な k;tが拳 がiB九 る｡

丸 亀威 に静巌 が､裁よ しr=のは/覇師 こ盈意まで鰐虞 の凝 れ た原 潜水 密廃

した山一 白鍵廉麻 の骨 錐 さ ゆえ ー一･一が､′社各療勢 の餐者 によlJ開発 を廉廉

な くされ ,藤島薯勉 の背 酵 恵膏番条件 に廊 え終る細 い ､感度 産 として欝慶

が番 え られ .間藤 にそれ に宵 す る黍 大 な国家補助が あ ったか らであ る さ b

CFj 乳 牛飼養 のタ/プ

◎野卓 奴東歌 .-導 入の鮭鮭 をな Lた厳原 にみ られ るもので ′日本 の6,,玖各

棟の患 い各 地 ヒみ られ る私旗 頭で,鹿渡 爾な ダイブで 磨 る , この解凍 タイ

プが導入肇 蕗から盈 定 まゼ磨 摩 され て釆 左の は′0 輝寒 地 に威 蕗 LT=飼身

で も /魂金鼻息 を頻 えれば､.象 落軌 二審足 しt=生港が篠 ら九た こヒ ,@ 匂

磨食塵 が＼廃 線 され ′山赦 か らの収 入が勝 られた こと.①藤久兎 生産 の為 の

壌太皮 下 を可亀 にする息どの収泉 像 妾も t=なか っf= こ と.㊤離凄 歩外 の軍

門 の収鹿 を廃藩 の貿丸 こす a /こ足 る 息ど の員立 った産賓 がなかった こと .

㊥外車登太 の番 人を粛 まなか っ{=ことな どの艶 由に解 る弟ゼあ ろ う一

◎ 蚊費地庵原鹿 療 ･-･終審 の碑廃 材ゼ 29年 頻 麟貯 女bれ 為よ ろI=恵 っr=館

番 タイプ で品 名, この務意 をとるに登 っt==のfよ,0軌各 土地が甚 大で / し

かも冷厳 せず家屋 をと()嘩 L～産衣 した二ヒ.⑦覇易者 が逢瀬 の,R 鹿 に褒

み .企粛紺満席 が監鹿で ある こと.◎ 労働 か こ剣 釣 があ り金飼 いを出済 め

こと,@ 舎飼 し､よ り東歌の方 が鹿密が壌 い ことJ㊤河鹿 冴太の竣 下 が､あL).
乗数 増加 と鹿 野逢 毅 を得 ない易 し､こ となど'である .観盤 も鮭摩 去れて い為

のは .賃金 珂塵 の思し､膚金塵 後 にまで巌 浄鮒 に事が 鼠 らぬ こヒノ 労働 上 め

制癖 に よる歯 で あろ う｡

◎顧炊.-半碍東和 こ叔ふれ るも のであ る ,古い既存廉藩であ り主索 ,耕 地

の舟歌 が激 しく,かっ刺 網が 多塵に_わた るのど ,叔歎解恵 を と九才㍉ /上底

轟 の上地 に一箪放 せざ るを浄衣か っ卓 ｡ この タイプ か ら敵 んど虞 癖敢草 地疎

放 への巌私は′新 地 の炎澱 か金 が行 なわれ をい展 L)不 可嵐であ ろう. この
舷 ヒ山嵐 ′鹿野 の人 工牽勉化があるが㌦ 巌 磯か ら経過 した為賓金 q)鹿 人丸
が 出来 乏し＼の～木耳健一に故 い〃

◎金娩 ･･･台東十にみられ る副攻酌 な患 東 レかもたぬ飼番移憩 であ る ｡水 野経

堂の一乗 ヒして/尭 い妊新鹿 生産 収盛 との丸 薮 にお いて節度 さ九る落動 蔚

な もcaとの1つがあるo

窮鼠 のダAプjiサ LJl土.地利 帝 と腐食 ダ ^プ との関原 娃/*の嵐 リで ある.

･一一-2t･



(/)-放産地廟贋東歌

p)-野牽勉炊飯 p 腰承

L/＼巨 合鍵

富士西南麿の地形 と土地利用
- 慧 士 官 市 南 部 と 芝 JII 町 の 場 合 一

演 井 法 子

葛士 火山 /i,鮭 三髭適 を基盤に浜凄 蛙 の療新 に畠壌 土久山 が脅出 し′坪膚

虹 の初 め に亀 山錐 を作 る膿岸 の噴 出が あ って 巌血 Lた と者 え られ ている,帝

数枚威 紋そ の香南 魔 にある 歯炎 5190加減 下 の鹿威 ご/東 南 ヒ泉九 る潜耳 )Jlを
麿 として現山鹿 Pを密土丘蕨に大 き く監み で きるク地形 区介 を鼻 に ノ 濁井)lI

軒療 俵 賂 / 富 士 k 山原面 .火山 性顔吠 地及び1氾薮原/古爵4火山粛面 , 原色

鱒 /糸 底早 野 ′遼 遠 に細 分 したのtiノ 自然煮盤 の藷質素 を巌､谷殆 ヒ愛 解 し ,

麻せこ磨菓 夢魔 としこ肥 えL-3れB と番 え{:か らである ｡ (倉顔 d:土 ヒして掌

磨 ヒ地 好穿卦 ′痩地 萄壷 によ る ,)火山 性物 資 と.その⊥ に沖虜 した層 から

慮る舷豪 だ宣ヾ,不渡 7J(膚 である吉 富との 廉鬼 蜜 温泉が 地譲 に 出て いて′塞 j=

裾 藤 の湧泉 地顔 にあ をる,一塵 に水 に恵 まれ 射 ､火LLl鮭 と鼓ぺ′氷壁避雷ビ

ある ,,索漁 夫 の気候 は温吸 で /辛 )D気温 /a_70° ,年 商 蜜 1/i/,nれ (客 土

餐 )どあ る ク東盟 の腰 高 によ る差 も､rクC 孔 以 下な のであ ま ()な いQ

磯庭 園餌 の 一 クビある ′火山 の鹿渡 を鹿 える ことは ′ 以 上の よう(=土 ヒ し

て率直先 生 の地 質 をIiLTめ とする 韓背斜 や変 姥新森 によ っf=が .土日軌 士′
この虐感射 牛のこbと(=凄 くがら曙屠 され こきf=火山 地底 の太地威 か ,-級 飴

点火山土 地剰 覇が L;みて ,庫 に療 者 の地底 俊 を赦る ことゼあ る , 古 くかL;鮪

券 され て いる こ と食塊 .火山衆 ヒ しては--)の通底 座 である ので . まず太地

銭 の敢 史私 選 紳葱 界 を就 みる ,

本 地威 は蘇生蘇武 lこぼ魔 に人 間が慮座 し.それ以前も水の像 L;れる地 点 /I

ii産 んで いT=ヒ考 え られる ,富士 Ji/をめ ぐ る膚卿 はそ の頃 か ら深 く) 盛 土虎

簡碑数 ,姦 主演 .日数京 番 が ある o これ 射 也火山 と比 して席 殊 時で あ,a｡そ

の塞 土山 級 で も /息厳格矧 こ産 み /索鼻息 に薗 し,甲州 ヽの連勝 ゼ あった 大

塞 (蒐 盛 土窓市 )は .富 士山 の廉廉 関原 の や 疋兜 として皇ダ選 展 L,左ので あ

る C門前断が暑 起 され ,夢 日の富 士墓 の褒 賞 軽 の産 廃 を雅 ,)′白鼠窮淡 の参
耳 は,今日輿常 在贋 の奪 1.あ る ,, 斉 藤低 地 の神 田 の敦 だ､ゥ左 耕地 は .牽償 滋

塵 し/山 麿 の僚魔 東 IL網かれ て(＼くことによ ()鹿大 き九 こし､っ産 ｡泉 門寺域

(餐 地山酎 く)の暗殺 (/fF2年 )姓酉激 動 fF衆 であ っf=ので 蕗るQ,L戸藤

一172--


